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☆大学入学共通テスト終了。
１月１６日・１７日に、共通テストが実施されました。沼田高校の試験会場は、群馬大学荒牧キャンパスでした。
１８日には自己採点が行われ、２５日からの出願の準備を進めています。３年生の皆さん、点数が伸びた人も
思うような点が取れなかった人も、個別試験、私大入試に向け、新たな気持ちで、がんばっていきましょう！
１、２年生の皆さん、共通テストの問題を解いてみたでしょうか。まだできない問題もあるかもしれませんが、
挑戦してみましょう。一番いけないのは、無関心であることです。１年後、２年後、自分が受験するのだという意
識を常に持ちましょう。

○令和３年度大学入学共通テスト予想平均点
大学入試センター中間集計1/22現在 （ ）内は昨年度センター試験平均点

国語 11７.５１（１１９．３３）

数学Ⅰ・数学Ａ 5７.６８（５１．８８） 数学Ⅱ・数学Ｂ 59.93（４９．０３）

英語リーディング 58.81（５８．１５） リスニング 56.16（５７．５６）

世界史Ｂ 63.48（６２．９７） 日本史Ｂ 64.26（６５．４５） 地理Ｂ 60.06（６６．３５）

現代社会 51.96（５７．３０） 倫理 71.96（６５．３７） 政治・経済 49.87（５３．７５）

倫理・政経 69.26（６６．５１）

物理基礎 37.56（３３．２９） 化学基礎 24.65（２８．２０） 生物基礎 29.17（３２．１０）

地学基礎 33.52（２７．０３）

物理 57.82（６０．６８） 化学 51.06（５４．７９） 生物 72.65（５７．５６） 地学 46.65（３９．５１）

※英語リーディング、リスニングの昨年度数値は、それぞれ１００点満点に換算したもの。

※公民（現社・倫理・政経）、理科②(物理・化学・生物）で、得点調整が行われる。得点調整とは、科目間で２０点以上の平均点
差が生じた場合、平均点差が15点になるよう調整することである。倫理・政経と地学は得点調整の対象外。

○共通テスト全体概況と志望動向 （「河合塾・共通テストリサーチ分析」による）

①共通テストの平均点は前年のセンター試験並み。

②高得点層は減少。医学科の得点分布でも、分布の山は左側にシフトしており、医学科志望者でも高得点が取りづら
かった様子がうかがえる。

③想定以上に得点を取れた実感から積極的な志望校選択。難関大・医学部も人気。

☆出願・個別試験に向けて

国公立大の出願期間は、１月２５日～２月５日です。担任の先生が最新データを元に、出願のアドバイスを

してくれます。柔軟な姿勢で耳を傾けましょう。以下に出願・個別試験についてのポイントを示しておきます。

①全国を視野に入れ、学部・学科で検索し、より可能性が高い大学に出願しよう。その際、判定のみでな

く、志望大学の得点分布のどこに自分が位置しているのかにも着目すること。
②傾斜配点、リーディング・リスニングの配点比等も調べ、自分の共通テストの点数を最大限に活かせる

選択をしよう。
③二次科目及び配点を調べ、自分の強みが出せる個別試験にできるようにしよう。科目だけでなく、学科

試験、小論文、面接といった形式にも着目すること。二次配点の比率が高い大学、複数科目の入試には逆転
できる可能性があります。果敢に挑戦しましょう。
④感染拡大の影響で、国公私立大が募集要項の発表後に、入試方法などを変更するケースが増えていま
す。文科省サイトに「大学入試変更一覧」が掲載されていますが、掲載までの時間差もあることから、必ず、最
新の情報を各大学のＨＰで確認すること。

⑤後期日程までの入試を受け切ること。後期日程は、前期日程より定員が少なく、志願倍率は高いことが

多い。しかし、前期合格発表、私大合格発表を経て、後期日程で受験する実人数は減り、実質倍率２倍を切
る大学もあります。また、定員に満たず、追加合格を出すこともあります。最後まで諦めず挑戦することが大

切です。

⑥志望大学について、複数年の過去問を解き、出題の傾向を知り、個別入試に自分の解答力を合わせて

いこう。進路指導室にある赤本を活用しよう。私大についても同様。前期入試まで、時間は限られているが、

勉強する科目数は少ないので、懸命に努力すれば、まだまだ力を伸ばすことができます。

頑張れ、沼高生！






